
 

 

 

   第１回 形原地区 

   まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ 

 

 

 

 

 

プログラム 

開会  １：３０ 

あいさつ  

事務局からの説明  １：３５ 

 ・ワークショップの趣旨・目的 

 ・進め方とスケジュール 

 ・蒲郡市の現状と公共施設マネジメントの取り組み 

 ・本日の検討内容 
 

 

（休 憩）  ２：１０ 

グループ討議  ２：２０ 

発表  ３：３５ 

事務連絡  ３：５５ 

閉会  ４：００ 
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まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ  

 

 

蒲郡市では、急激に変動する社会情勢に対応した公共施設の機能配置や魅力

向上を図るとともに、将来に大きな負担を残さない行財政運営を実現するため

に、公共施設マネジメントの取り組みを進めています。 

これまでに市民の皆様のご意見を伺い、「蒲郡市公共施設マネジメント基本方

針」と「蒲郡市公共施設マネジメント実施計画」を策定し、今後の公共施設の整

備を進めるための道筋を示しました。 

その計画では、今後公共施設マネジメントを実施していくにあたって、蒲郡市

が目指すべき方向性のイメージを示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、計画内では、小中学校、保育園、児童館及び公民館（地区利用型施設）

の再編にあたっては、中学校区単位で住民の皆様のご意見を伺い、施設再編計画

となる「地区個別計画」を策定することとしています。 

市は、皆様のご意見を参考に形原地区の「地区個別計画」を策定し、施設の再

配置を進めることで、“住んでよかった”“住み続けたい”と思えるような誇りと

愛着を持てるまちづくりを目指します。 

ワークショップの趣旨・目的 
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  市は、ワークショップ等で得られた成果をもとに、「地区個別計画」の策定

に向けて次の５つのステップに分けて、段階的に検討を行います。 

 

 ステップ１ ワークショップ等を通じ、地区個別計画をどのような手順で 

策定するか確認します。 

 ステップ２ 地区にどのような課題があるか確認して問題意識を共有します。 

 ステップ３ 課題解決に向けた方策について共有し、複数の再配置プランを 

検討します。更に、複数の再配置プランを比較するための評価 

の視点について検討します。 

 ステップ４ 複数の再配置プランをステップ３で検討した視点に基づき 

評価し比較します。 

 ステップ５ 再配置プランを絞り込むとともに、運営面での工夫等の 

付帯事項について整理します。 

 

 

  

進め方とスケジュール 

１ 検討のステップ 

２ スケジュール（予定） 

 

 

 

 

 

次回、今後の施設のあり方等に関する方針である 

小中学校規模適正化方針 / 保育園・公民館のグランドデザインについて

施設担当課より説明予定です。 
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  「地区個別計画」の策定に向けた検討では、地区の皆様と様々なコミュニケ

ーションを進めていきます。 

 

 ・ ワークショップ 

 ・ オープンハウス（パネル展示型説明会） 

 ・ かわら版 

 

 

 

【オープンハウス（パネル展示型説明会）】 

 地区の住民の皆様が集まる施設などでパネルを利用し、ワークショップで

のご意見や検討された再配置プランなどの内容を広報します。 

どなたでも立寄ることができ、住民の皆様からワークショップで検討され

ている内容についてのご意見をいただきます。 

今年度も新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、開催を予定してい

ます。 

 

【かわら版】 

 地区内の各世帯に配布するチラシです。各回のワークショップ終了後、広報

がまごおりとともに配布を行います。ワークショップでのご意見や検討され

た再配置プランなどをお知らせするとともに、ワークショップで検討されて

いる内容についてのご意見を募集します。 

 

  

３ コミュニケーション 
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 ・ ワークショップは、令和５年２月までに５回開催します。 

 ・ 原則として土曜日・日曜日に開催します。 

・  会場は、原則として地区内の学校または公民館とします。 

 ・ 事務局は、蒲郡市総務部公共施設マネジメント課が担当します。 

 ・ ワークショップには、公募でご応募いただいた方が参加します。 

 ・ 同じ参加者に継続してご参加いただき、議論を深めていきます。 

 ・ ワークショップでは、参加者の皆様にグループ討議で自由にご議論いただ

きます。 

 ・ 一般の傍聴者や報道関係者が会議を傍聴することができます。 

 

 

 

 ・ グループ討議の運営では、円滑な議論のため、司会進行を第三者的立場の

ファシリテーターがお手伝いします。 

 ・ ワークショップでは、グループごとの議論を中心に進め、各回ワークショ

ップの最後に各グループの議論の結果を発表します。 

 ・ グループ討議の議論は要点をまとめて記録します。これは個人の発言が特

定されるものではありませんので、自由で前向きな議論をお願いします。 

 ・ 市に対する要望・陳情の場ではありません。 

 ・ ワークショップの様子をホームページ等で公表するなど情報発信を行い

ます。話し合いの様子を記録する場合があることをご了承ください。 

  

４ ワークショップの概要 

５ ワークショップの進め方 
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 ・ ワークショップでのご意見を踏まえて複数の再配置プランを評価・比較

し整理します。 

 ・ 整理した内容は、市が「地区個別計画」を策定する際の基礎情報として

活用します。 

 

 

 

～こんにちは。皆さんの議論を円滑に進めるために、第三者的立場から議事進行

やとりまとめをお手伝いします。どうぞよろしくお願いします。～ 

 

 

     名畑
な ば た

 恵
めぐみ

  NPO 法人 まちの縁側育くみ隊 

   

   藤森
ふじもり

 幹人
みきひと

  株式会社 対話計画 

  

    葛 山
かつらやま

 稔
とし

晃
あき

 株式会社 対話計画 

 

     稲葉
い な ば

 久之
ひさゆき

  フリーランス・ファシリテーター 

 

     白川
しらかわ

 陽一
よういち

    Keramago Works 

６ ワークショップの成果 

７ ファシリテーターのご紹介 
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  ・ 話し合いに積極的に参加しましょう 

 

  ・ 自分の考えを率直に述べましょう 

 

  ・ 前向きな思考で発言しましょう 

 

  ・ 評論家ではなく当事者として関わりましょう 

 

  ・ 他の参加者の意見に耳を傾けましょう 

 

  ・ 気持ちよく運営できるよう協力し合いましょう 

 

  ・ 議論や運営に貢献する姿勢を讃えましょう 

 

（必要があれば追加しましょう） 

８ ワークショップの参加にあたって 



蒲郡市の現状と公共施設マネジメントの取り組み

蒲郡市公共施設マネジメント実施計画



１ 蒲郡市の現状と課題
２ 公共施設マネジメントの取り組み
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核家族化

社会構造・ライフスタイルの変化
高齢者世帯の増加

共働き世帯の増加

蒲郡市公共施設マネジメント実施計画

など…

⾏政に求められるサービスも
変化しています。

単身世帯の増加



蒲郡市公共施設マネジメント実施計画

○ 子育て支援
・延⻑保育・低年齢児保育の充実
・助け合いの仕組みづくり
・子育てに関する相談窓口の設置
・放課後の子どもの居場所づくり

○ 高齢者支援
・高齢者の居場所づくり
・⾒守りの体制づくり

公共施設（ハード面）においても
時代のニーズに合わせた変化が必要です。
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蒲郡市の人口

国⽴社会保障・⼈⼝問題
研究所の2060年推計値

57,280⼈
2020年⽐△28％

2060年目標値
60,961⼈

2020年⽐△23％

蒲郡市は少子高齢化に加えて⼈⼝が転出超過傾向にあり、⼈⼝減少が⼀層進む⾒通しとなっています。

高齢者⼈⼝
2020年︓23,599⼈（29.7%）
2060年︓20,026⼈（32.9％）

⽣産年齢⼈⼝
2020年︓46,345⼈（58.3%）
2060年︓32,317⼈（53.0%）

出典︓国勢調査
蒲郡市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン

（社人研推計値については、H30推計に基づき再計算を実施）



出典︓令和２年度蒲郡市公共施設白書

築年別整備状況（蒲郡市の公共施設）
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天井に開いた穴 壁に⼊った⻲裂

・多くの施設で築後30年以上が経過し、⽼朽化の進む施設が増えてきました。
・今後、市内の多くの施設で⼤規模な改修や建替えが必要になってくることが⾒込まれます。

⽼朽化が進む公共施設



公共施設の維持更新にかかる将来費⽤

出典︓令和２年度度蒲郡市公共施設白書
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庁舎等施設 公民館等施設 生涯学習施設 運動・公園施設 学校教育施設 児童福祉施設

保健・福祉施設 衛生施設 公営住宅施設 観光施設 消防・防災施設 その他施設

億円

年度

総額：約1,705億円
（年平均約34.1億円）

将来50年間

11.7億円
（H26～R1における
公共施設に係る経費

の年平均額）

• 公共施設の維持・更新にかかる費⽤は、将来50年間では総額約1,705億円（年平均約34.1億円）と
推計されています。

• 令和元年度までの6ヵ年度において、公共施設に係る経費は1年あたり約11.7億円であり、⼤半の年で、
公共施設の維持・更新にかかる費⽤が現状の公共施設に係る経費を上回っています。
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効率的な
投資

サービスの
質向上

時代に合った
保有量

・投資先の取捨選択
・⻑期利⽤のための保全

・人口規模
・需要

・利便性の向上
・ニーズにあったサービス

公共施設マネジメントとは…



（参考）豊川市「こざかい葵風館」（R3.5オープン）
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１ 蒲郡市の現状と課題
２ 公共施設マネジメントの取り組み



蒲郡市公共施設白書
平成
26年度

蒲郡市公共施設マネジメント基本方針
平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度
以降

個別計画の策定 → 事業実施

蒲郡市公共施設マネジメント実施計画

公共施設の現状と課題を整理
（令和２年度改訂）

公共施設マネジメントの原則を
提示

目標、施設⽤途別の方向性、
実⾏体制 等の方策を提示
（令和３年度改訂）

これまでと今後の取り組み
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蒲郡市
公共施設マネジメント

市⺠
アンケート

公共施設の
あり方検討
市⺠会議
（H27年度）

若者
まちづくり

ミーティング
（Ｈ28年度）

実施計画
策定会議
（Ｈ28年度）

地区別
ワーク
ショップ

（H29度以降）

市⺠意⾒の反映
蒲郡市では、様々な⽅法で市⺠の皆様のご意⾒をお聴きしながら、公共施設マネジメント

の取り組みを進めています。



公共施設マネジメント実施計画策定会議（Ｈ28年度）

若者まちづくりミーティング（Ｈ28年度）公共施設のあり方検討市⺠会議（Ｈ27年度）
市⺠との協働

地区別ワークショップ（Ｈ29年度〜）
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市⺠の皆様の意⾒を踏まえ、公共施設マネジメントを推進するための原則を⽰しました。

基本方針 ５つのキーワード

蒲郡市公共施設マネジメント基本方針 （Ｈ.28.3）

適正化

効率化

魅 ⼒

安全性

実⾏⼒

将来を⾒据えた維持可能な施設規模に適正化します

効率的・効果的な維持管理を実施します

社会変化に対応した魅⼒ある公共施設へ再編します

計画的な保全により公共施設を安全に維持します

公共施設の再編にむけて実⾏体制を構築します



30年間 平成29年度から令和28年度まで
計画期間

蒲郡市公共施設マネジメント実施計画
（H29.3策定R4.3改訂）

公共施設マネジメントの取り組みを進めていくための⽅策を⽰しました。

マネジメント目標（令和4年度改訂後）
① 建物の更新の際に概ね３割の床面積を縮減する。

② 維持更新費⽤の縮減や公共施設に係る経費を賄うための
財源を確保することにより,560億円の費⽤を捻出する。
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③ 魅⼒的な公共施設を整備することにより、
市⺠意識調査における公共施設に関する施策の
満⾜度を向上させる

方向性のイメージ
“「住んでよかった」を実現できる施設づくり”



蒲郡市の
公共施設

全市利⽤型施設

地区利⽤型施設

市内全域の住⺠が主な利
⽤者になる施設（図書館、
市⺠会館、庁舎等）

施設が⽴地する地区の住
⺠が主な利⽤者になる施
設（小中学校、保育園、
児童館、公⺠館）

○再編の案件ごとに個別計画を策定

○中学校区ごとに地区個別計画を策定

○施設⽤途別に計画を推進

施設の分類
本市の公共施設を全市利⽤型施設と地区利⽤型施設に分類し、適正配置を進める。



高齢者向け機能
（例）

地域での⾒守り
高齢者の居場所

多世代交流機能
（例）

児童と高齢者や
地域住⺠の交流

地域自治機能
（例）
地域防災
集会

地域複合施設

学校

子育て支援機能
（例）

放課後児童クラブ

地区利⽤型施設についての基本的な考え⽅
社会の変化（人口減少・少子高齢化・共働き世帯の増加・単身世帯の増加など）に対応して
いくために、地域で支え合い、助け合うことができる環境の充実が求められています。

学校に多様な活動を⾏うことができる交流拠点を形成することで、
コミュニティの維持・活性化を図ります。

地域コミュニティ機能
を学校に集約して配置
（図書室、体育館、
調理室、会議室等は
学校と共⽤）
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大塚地区
（大塚中学校区）

塩津地区
（塩津中学校区）

形原地区
（形原中学校区）

西浦地区
（西浦中学校区）

三谷地区
（三谷中学校区）

蒲郡北地区
（中部中学校区）

蒲郡南地区
（蒲郡中学校区）

蒲郡北地区
個別計画

行政

市民

各地区で
ワークショップ等

を開催

市民協働により、
中学校区を

単位とした地区個
別計画を策定

蒲郡南地区
個別計画

塩津地区
個別計画

大塚地区
個別計画

三谷地区
個別計画

形原地区
個別計画

西浦地区
個別計画

平成29年度実施

平成29年度実施

平成30年度実施

平成30年度実施

令和元年度実施
令和３年度再開

令和３年度実施

令和４年度実施

中学校区ごとにワークショップを実施しています。
将来の地区利⽤型施設の配置や活⽤⽅法を⽰す地区個別計画を中学校区ごとに策定します。
策定にあたっては、ワークショップ等の実施により、地区の住⺠の皆様の考え⽅・アイデア

を取り入れます。



形原公⺠館

形原小学校
形原北小学校

形原保育園
形原南保育園

かたはら児童館

形原地区の地区利⽤型施設は以下の８施設です。
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形原中学校

形原北保育園



塩津地区の皆さまからいただいたご意⾒（抜粋）

「子育て」の視点
・地区内の公⽴保育園は３歳未満児の保育や延⻑
保育を実施していないので、不便。

・⿅島や拾⽯の子ども達のことを考えると、小学
校は地区の中⼼に近い今の⽴地がいいと思う。

「地域・交流」の視点
・公⺠館を多世代・多国籍の集まる施設にしたい。
・地域の活動で、学校の体育館やグラウンド・調
理室などが使えると便利。

（参考）塩津地区では…



塩津地区個別計画
集まりやすい位置に

「子育て」 と 「交流」
の拠点をつくる

コンセプト

 塩津小学校・塩津公⺠館の敷地に小学校・
保育園・公⺠館の機能を集め、「子育て」
と「交流」の拠点を形成します。

 ２つの保育園を集めて、低年齢児保育と延
⻑保育が実施可能な規模の保育園を整備し
ます。

 児童クラブの機能は、小学校と同じ敷地に
設けます。

 中学校は、現地で適正規模に改築します。
 児童館は、現地で⻑期にわたって利⽤でき
るよう適切に維持していきます。

（参考）塩津地区では…
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地区個別計画に基づく基本計画書
（参考）塩津地区では…

学校の先生や保育⼠、公⺠館運営者とともに検討を⾏い、
施設内の機能配置や管理運営⽅法について定める基本計画書を作成しました。

塩津小学校・保育園・公⺠館の整備イメージ

・低年齢児保育や延⻑保育が実施可能な施設規模、
設備をもつ保育園を整備します。

・小学校低学年と保育園児の「共同の遊び場」を
設置し、子ども達の⽇常的な交流を図ります。

子育ての視点 交流の視点
・各施設から利⽤しやすい場所に地域のイベント等
を実施できる屋外広場を設置します。

・図書室や体育館などを相互利⽤可能とすること
で、交流の活性化を図ります。

共同の遊び場での交流イメージ

クスノキ近くに整備される屋外広場
のイメージ
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まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の検討内容 

① 地区個別計画の策定に向けた検討の進め方やワーク

ショップの進め方についてご質問やご提案はありま

すか？ 

② 形原地区の現状と今後のまちづくりや公共施設につ

いて、どのようなことが気になっていますか？ 
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【公共施設配置図】 

 

形原地区の公共施設の概要 
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【公共施設配置図】 

【地区利用型施設一覧】 

 

 

出典：令和２年度 蒲郡市公共施設白書 

 

※ 複数の建物で構成されている施設の築年数は、最も建築年の古い建物をもとに掲載しています。 

※「災害の危険区域等」における「想定震度」は「愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査」（平成 26 年 3 月発表）に基づく被害想定を記載しています。 

※「津波浸水」は愛知県指定による津波災害警戒区域における浸水深（単位：ｍ）、「高潮浸水」は愛知県による高潮浸水想定区域図（令和３年６月発表）における浸水深（単位：ｍ）、「土砂災害」は愛知県指定による土砂

災害警戒区域と土砂災害特別警戒区域を示しています。 

※ 市の支出・収入・負担額及び利用状況の値は６カ年度（平成 26 年度～令和元年度）の平均値を掲載しています。 

 

※ 避難所の種類について 

  指定避難所   …被災者が避難生活をするための場所。主に小中学校の体育館がこれにあたり、地震などの大規模災害時に開設します。 

  指定緊急避難場所…地震など災害の危険から命を守るため、一時的に避難する場所。学校の校庭や公園などが指定されています。 

地域避難場所  …台風などの風水害の際、少人数の方が一時的に避難するために開設する場所。公民館や児童館などが指定されています。 

指定
避難所

指定緊急

避難場所

地域

避難場所

想定
震度

津波
浸水

高潮
浸水

土砂
災害

施設に係る
コスト
（千円）

事業運営に
係るコスト
（千円）

人に係るコ
スト

（千円）

指定
管理料
（千円）

６年平均
（人）

１日あたり
平均

（人/日）

面積あたり
1日あたり平均
（人/㎡・日）

小学校 形原小学校 6,261 S42 2.9 ○ ○ ６弱 - - - 35,053 9,274 2,700 0 90 46,938 7,497 - - - 351 － 43.8 49.4

形原北小学校 6,447 S41 2.7 ○ ○ ６弱 - - - 31,220 9,566 2,700 0 90 43,396 6,837 - - - 547 － 47.5 48.5

中学校 形原中学校 8,716 S40 2.7 ○ ○ ６弱 - - - 30,552 10,166 2,700 0 90 43,328 4,971 - - - 490 － 52.2 50.4

保育園 形原保育園 904 S45 2.8 ○ ６弱 - - - 6,691 20,023 65,967 0 15,316 77,365 85,599 - - - 80 － 44.8 47.3

形原南保育園 1,201 S55 3.1 ○ ６弱 - -
急

傾斜地
5,590 21,176 79,867 0 15,397 91,236 75,985 - - - 83 － 46.4 47.5

形原北保育園 921 S42 3.6 ○ ６弱 - - - 4,126 14,921 44,933 0 15,196 48,785 52,946 - - - 83 － 38.2 56.0

児童館 かたはら児童館 349 H3 2.9 ○ ６弱 - - - 2,306 4,769 4,233 0 3 8,997 10,648 21,090 73.2 0.210 - － 51.9 54.2

公民館 形原公民館 845 H21 1.2 ６弱 - 0.5～3 - 1,374 0 0 7,626 0 11,309 32,419 26,315 90.2 0.107 - 34.9 70.3 55.5

利用者数

施設用途 施設名称
延床
面積
（㎡）

建築
年度

老朽化度

避難所指定 災害の危険区域等 市の支出
市の収入
（千円）

市の負担額
（千円）

面積あたり
市負担額
（円/㎡）

平均園児・
児童・生徒

数
（人）

貸部屋等
利用率
（％）

ハード評価
（偏差値）

ソフト評価
（偏差値）

形原地区の公共施設の概要 
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【各施設の概要】 

施設名称 概況(特徴・課題等) 

形原小学校 

・ 最も古い建物は昭和 42 年度に建設 

・ 児童数 367 人(R4.５.１時点) 

・ 普通学級数 12(各学年２クラス)、特別支援学級数 5 

・ 校内に放課後児童クラブが設置され、45 人が利用(R4.5.１時点) 

・ 指定避難所・指定緊急避難場所に指定 

・ 耐震性能あり(耐震補強実施済) 

形原北小学校 

・ 最も古い建物は昭和 41 年度に建設 

・ 児童数 436 人(R4.５.１時点)  

・ 普通学級数 14(3・5 年 3 クラス、他 2 クラス)、特別支援学級数 5 

・ 校内に放課後児童クラブが設置され、29 人が利用（R4.5.1 時点） 

・ 指定避難所・指定緊急避難場所に指定 

・ 耐震性能あり(耐震補強実施済) 

形原中学校 

・ 最も古い建物は昭和 40 年度に建設 

・ 生徒数 451 人(R4.5.1 現在)  

・ 普通学級数 14(1 年 4 クラス、2･.3 年 5 クラス)、特別支援学級数４ 

・ 指定避難所・指定緊急避難場所に指定 

・ 耐震性能あり(耐震補強実施済) 
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施設名称 概況(特徴・課題等) 

形原保育園 

・ 昭和 45 年度建設 

・ 園児数 75 人(定員 110 人)(R4.４.１時点) 

・ 低年齢児保育(0 歳児～)、延長保育(～午後６時)実施 

・ 指定避難所に指定 

・ 老朽化度 2.8 

・ 耐震性能あり(耐震補強実施済) 

形原南保育園 

・ 昭和 55 年度建設 

・ 園児数 55 人(定員 100 人)(R 4 .４.１時点) 

・ 低年齢児保育(0 歳児～)、延長保育(～午後 7 時)実施 

・ 指定避難所に指定 

・ 老朽化度 3.1、老朽化が進行している 

・ 耐震性能あり（耐震補強実施済） 

 

形原北保育園 

・ 昭和 42 年度建設 

・ 園児数 47 人(定員 90 人)(R 4 .４.１時点) 

・ ３歳児から受け入れ、延長保育(～午後 6 時)実施 

・ 指定避難所に指定 

・ 老朽化度 3.6、老朽化が進行している 

・ 耐震性能あり(耐震補強実施済) 

・ 西部子育て支援センターを併設 

 



まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ 

24 

 

 

 

 

施設名称 概況(特徴・課題等) 

かたはら 

児童館 

・ 平成 3 年度建設 

・ 対象：0～18 歳の子ども 

・ 耐震性能あり(新耐震基準による建築物) 

形原公民館 

・ 平成 21 年度建設 

・ 老朽化度 1.2、健全な状態 

・ 耐震性能あり(新耐震基準による建築物) 



 

 

 

次回ワークショップのご案内 

 

 

「第２回形原地区まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ」を

以下のとおり開催いたしますので、ご参加下さいますようお願いいたします。 

 

１ 日時 

令和４年９月１０日（土） 

午後１時３０分～午後４時３０分 （受付開始時刻 午後１時１５分） 

 

２ お願い 

 ・ ご欠席の場合は、９月２日（金）までに事務局へご連絡ください。 

・ 次回ワークショップの資料を郵送で事前に配布いたしますので、届きまし

たら資料に不足がないかご確認ください。 

 

 

 

【ワークショップ事務局】 

蒲郡市総務部公共施設マネジメント課 

担  当：上田・尾嵜・上醉尾 

電  話：０５３３－６６－１２１４ 

ファクス：０５３３－６６－１１８３ 

E-mai l ：k-mane@city.gamagori.lg.jp 


